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『国連機関で働く面白さとやりがい』
---国際公務員として働いて---
（ICU高校での国連に関する授業）
山本　和
◯　ICU High のみなさん、お早うございます。ご紹介いただきました山本です。本日は、私のこれまでの経験のなかで、IMFとUNICEFという二つの国連機関で働いたことについてお話しをし、国連システムの役割は、いまでもとても大切なのだということをご理解いただきたいと思います。いままでの人生を振返って、大変貴重な経験だったと感じているということを伝えたいのが第一ですが、同時に最近、国連や国際機関で働きたいという若い人が減っていることに危機感をもっていて、国連機関で働く意義について私の経験に基いて伝えたいと思っているからです。私の経歴をご覧になって、随分いろいろな仕事をして来たように見えるかもしれませんが、私自身の中ではむしろ一貫して関連したことをやってきたという気持ちが強いのです。世界的な視野を持って、平和構築に関わる仕事や人材育成に携わってきたと思っています。今日お話しする内容はスライドにあるとおりです。多少前後すると思いますが、私の国連機関で働いた体験としてお聞きいただき、あとで、国連でそれぞれ違う体験をされた三人のパネリストの方の話しとあわせて、全体像をつかんでいただきたいと思います。たまたまですが、いずれもICUを卒業して国連で活躍した人たちです。
◯　自分の話しをする前に、国連とはどういうところか簡単に振返っておきたいと思います。第二次世界大戦の終了を展望できる状況になったとき、連合国のリーダーたちのなかに二度と戦争を起こさないようにとの願いから、国連を創設する運動が起こりました。それが短時間で実をむすび、国連は1945年に設立されました。国連本体だけでなく、国連システムを構成する多くの国際機関が国連のもとに協定を結び相次いで誕生しました。私が勤めたIMFも1944年のブレトンウッズ会議で設立が合意されました。わずか2~3年の間に壮大な国連システムが築かれたのです。国際公務員という国際的な任務を担う職業が本格的に生まれたと言っても過言ではありません。そして今では、国連には193か国が加盟するなど、世界の殆どの国が国連システムに参加し、国連という場で平和の問題を解決したいと考えています。このことは、如何に多くの人が平和への切実な願いを持っているかを物語る現象だとも言えるでしょう。国連システムに共通する目標は平和な世界を築くことです。国連憲章に示された国連の目的は、国際の平和と安全を確保し、あらゆる人の人権を尊重し、そして貧しい国々も含めて豊かな社会と経済を築いて行くということです。
◯　自己紹介に戻りますが、私は今から60年も前にICUに入学しました。入学の際「世界人権宣言」を尊重することを学生宣誓で約束します。その影響があって、同じ目線で人に接することの大切さを身につけたと思います。また、学生時代に始めての外国旅行がインドへの約１ヶ月の一人旅だった（３年生のとき）のですが、その影響は大きく、世界はこんなに違うのか、同時にある意味ではかくも同じなのかと、世界に羽ばたきたいという思いを強めていったと思います。
　インドに魅せられて南インドについて卒業論文を書いていたのですが、日本銀行が何故か気に入って雇ってくれました。日銀は一般に硬いイメージがあるかも知れませんが、私をそれなりに評価してくれて、留学を認めてもらい、IMFに行くことを薦めてくれ、さらに、UNICEFに行くこともサポートしてくれました。日銀でも内外の枢要部署できちっと仕事をさせてくれました。その後母校の教授になり、大学経営に携わり、若い人の育成に力を入れましたが、そこには、世界平和の実現に何らかの貢献をしたい、それは難しいし、リスクもあるが、そこにはやりがいとか、醍醐味があると思って続けてきたのだと思います。また、大学卒業を前にキリスト教の洗礼に導かれたのが、その後の日々の歩みの選択に、少なからず影響を及ぼしたと感謝しています。
◯　それでは、国際公務員はなぜやりがいがあるのでしょうか。それは、使命が明確なこと、広い意味で世界平和の達成を究極の目的としているからでしょう。平和構築は容易なことではありませんが、そのための国際間の合意を形成して来たという重みや正当性（legitimacy）があるからです。現実には使命達成が困難であっても、目標とする使命・理想に向かって努力することには、誇りと意義を感じることができます。意義ある仕事は尊いと言えると思います。また、国連の仕事をすることは、新しい国際基準の作成に加わることでもあります。最近の例では、国連総会における核兵器禁止条約の可決は、日本政府は参加しませんでしたが、一つの世界基準づくりに参加したと言えるでしょう。これを推進した非営利組織ICANのノーベル平和賞受章は、そのことを示唆していると思います。
◯　このように、国連の目指す価値観は聖書に示されたキリスト教の価値観と一致すると思います。主イエスは、山上の説教の中で「平和を実現する人々は幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる」と教えました（マタイ5-9）。国連憲章の起草に多くのクリスチャンが関わったからだと言う人もいます。しかし、とくに私が注目したいのは、この国連の価値観は、イスラム教、ヒンズー教、仏教、ユダヤ教など世界の主要な宗教や文化をもつ国々からも支持を得て成り立っているということです。このことは、国連の求める平和の構築は、宗教や宗派、あるいは文化の壁を乗り越える普遍的な「真理」を反映していると言えるのではないかと思います。私は、どこの、いつの時代の人間社会や文化にも、その根底に「善」ないし「真理」、「人間価値＝Human Values」を求める力が働いていると信じています。唯一の真理ないし神が居られると言っても良いと思います。それは世界人権宣言が「人間は理性と良心を授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない」と主張しているのと共通しています。その人間価値＝Human Valuesを求める力が、国連が求める平和の実現という使命に正当性と力を与えているのではないかと考えています。もちろん、実際に平和を実現することは易しいことではなく、現にあちこちで戦争が起こってきました。しかし、難しいけれどもなんとかそれを目指そうというのが国連機関に共通する使命です。
◯　それでは、具体的に私の実際のユニセフ勤務経験の中から二つ例をとり

「面白さとやりがい」に関わる思い出を紹介します。

1） 子どものための世界サミット実現の体験（1990年）⇒　修羅場
を乗越えて実現した喜びと感動、国連会議の成功例。
Jim Grant（第３代事務局長）の卓越した理念とリーダーシップ。
会議終了の後スタッフに一言 ”We did it！” に万雷の拍手。
2） 内戦下のアフガニスタンを訪れた体験（1992年）⇒

内戦下で外交団も駐在せずリスクの高いところにもかかわらず、
平和な一時や希望と感動があること。
1 日本人女性職員による鶏を育てて母子家庭に与える平和への
努力は、紛争下にあって希望への輝きがあった。
2 ロケット弾のなかをUN機で帰国した時のリスクと感動。
北欧人パイロットのリスクをいとわぬ態度に感動を覚えた。

◯　次に、国連機関も含めてですが、国際非営利組織の特徴、大切な運営原則について簡単にお話ししておきたいと思います。先ず、国連機関で働く条件、環境について一言触れておきましょう。国際公務員になるための環境と条件はなにか、国際機関におけるワークライフバランスはどうなっているか、給与や福利厚生面の環境はどうかについて、簡単にスライドにまとめましたので、見て下さい．これは、あくまでも私が感じたことを書いたもので、あとでパネーラーの皆さんの意見も聞いてみて下さい。
◯　それから、最近NPO (非営利組織)の役割が飛躍的に拡大してきましたので、その経営原則のもっとも大切なものは何かについて触れておきたいと思います。これは国連も含めて適応される原理と考えて下さい。スライド２１から２３を見て下さい。２４にまとめたのが、国連機関をキャリアとして目指す方へのわたしからのメッセージです。
◯　最後に、国連機関そのものではありませんが、将来国際的な場面で実務能力をもって働くための教育プログラムとして、私がICUで進めた「サービス・ラーニング」について、参考になると思いますので、一言考え方を説明させていただきます。スライド２５以降と配布のパンフレットをご覧下さい。私は、サービス・ラーニングはリベラル・アーツ教育の「質保証」の決め手になると考えています。
以上
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